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▲自治体責任による質の高い公共サービス実施に向け団結ガンバロー

▲福知山公企労組
・川上委員長

▲城南衛管労組
・前田書記長

2022確定闘争

▲

要
求
書
を
手
交
す
る
岡
本
委
員
長（
右
）

１
．
テ 

ー 

マ　
①
笑
顔　
②
京
都
の
風
景

２
．
応
募
締
切　
１１
月
３０
日
（
水
）
１７
：
００
必
着

３�

．
単
組
・
支
部
名
、氏
名
、作
品
名
、撮
影
場
所
、撮
影
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
、

郵
送
・
メ
ー
ル
で
送
付
く
だ
さ
い
。

◆
メ
ー
ル
送
付
先　

photo@
jichiro-kyoto.gr.jp

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

府
本
部
闘
争
集
会
は
１０
月

１８
日
、京
都
テ
ル
サ
で
開
催
、

８
単
組
５３
人
が
集
ま
っ
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
小
西
闘
争
本
部
長
が
「
現

業
・
公
企
職
場
を
取
り
巻
く

状
況
は
依
然
厳
し
い
も
の

の
、
現
場
・
職
場
課
題
の
集

約
と
要
求
・
交
渉
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
単
組
で
は
、
現
業

・
公
企
職
場
の
新
規
採
用
を

勝
ち
取
る
な
ど
の
成
果
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
当
局
に
し

っ
か
り
と
現
場
の
声
を
届

け
、
課
題
解
決
に
向
け
要
求

・
交
渉
・
妥
結
・
協
約
締
結

の
流
れ
を
実
現
し
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
評
議
会
を
代
表

し
て
、
朝
岡
現
評
議
長
と
滝

　

府
本
部
は
１０
月
２４
日
、
京

都
府
自
治
振
興
課
の
砂
子
坂

課
長
に
知
事
宛
の
２
０
２
２

確
定
闘
争
要
求
書
を
提
出
。

　

よ
り
質
の
高
い
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
は
、
職
員
の

雇
用
の
安
定
と
賃
金
労
働
条

件
の
改
善
・
確
保
が
不
可
欠

と
し
、
１０
点
か
ら
な
る
要
求

書
を
提
出
し
た
。
回
答
交
渉

の
日
程
は
１１
月
中
下
旬
を
め

ど
に
調
整
中
。

　

各
単
組
は
本
部
の
掲
げ
る

３
つ
の
取
り
組
み
の
柱
と
職

場
の
課
題
解
決
に
向
け
、
要

求
・
交
渉
を
お
願
い
し
た
い
。

川
公
企
評
事
務
局
長
が
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
、
川
戸
闘
争
本
部

事
務
局
長
が
当
日
午
前
に
行

　

府
本
部
は
１０
月
１８
日
１０
時

よ
り
、
府
自
治
振
興
課
と
５

月
に
提
出
し
た
２
０
２
２
現

業
・
公
企
統
一
闘
争
要
求
書

に
つ
い
て
交
渉
を
行
っ
た
。

府
自
治
振
興
課
は
砂
子
坂
課

長
ほ
か
３
名
が
出
席
。
府
本

部
は
小
西
闘
争
本
部
長
ほ
か

６
人
が
出
席
し
た
。
１４
項
目

の
要
求
に
対
す
る
回
答
を
受

け
、
下
記
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
。

　

ま
ず
、
人
員
確
保
に
つ
い

て
府
は
「
人
員
減
に
よ
る
コ

ス
ト
削
減
は
限
界
」
と
の
認

識
を
示
す
中
、「
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
）
化
に
よ
る
貴
重
な

人
員
の
再
配
置
で
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
的
な
運
営
の
追

求
と
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上
に
繋
げ
た
い
」
と
の

考
え
が
示
さ
れ
た
。
府
本
部

か
ら
現
業
・
公
企
職
場
に
お

け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
具
体
的

っ
た
京
都
府
自
治
振
興
課
と

の
交
渉
報
告
を
行
い
、
府
の

回
答
主
旨
と
府
本
部
の
考
え

方
を
説
明
し
た
。（
左
記
事
）

　

単
組
報
告
で
は
、
城
南
衛

管
労
組
と
福
知
山
公
企
労
組

が
取
り
組
み
を
報
告
。
城
南

衛
管
労
組
の
前
田
書
記
長

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
人

な
内
容
を
問
い
、
府
は
、「
国

か
ら
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
・
職
場
に
応
じ
労
使
協

議
を
」
と
述
べ
た
。

　

職
員
の
技
術
継
承
や
定
年

延
長
を
見
据
え
た
処
遇
改
善

に
つ
い
て
府
は
、「
定
年
延

長
で
技
術
継
承
の
期
間
が
伸

び
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

自
治
体
単
独
で
技
術
系
の
採

用
確
保
が
難
し
い
現
状
も
あ

り
、
近
隣
団
体
や
民
間
の
専

門
機
関
と
協
力
し
て
技
術
力

の
研
修
を
進
め
て
い
る
」
と

技
術
継
承
の
難
し
さ
は
共
有

す
る
も
の
の
、
賃
金
・
手
当

等
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は

「
職
務
給
や
均
衡
の
原
則
、

条
例
主
義
お
よ
び
住
民
の
理

解
を
踏
ま
え
た
上
で
労
使
協

議
の
も
と
定
ま
る
と
の
理

解
」と
の
回
答
に
留
ま
っ
た
。

　

安
全
衛
生
に
つ
い
て
、
安

員
確
保
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
「
組
合
員
の
声
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
で
職
員
の
結
束
力

が
高
ま
っ
た
」
と
報
告
。
福

知
山
公
企
労
組
の
川
上
委
員

長
は
毎
年
２
回
の
交
渉
後
に

全
衛
生
委
員
会
未
設
置
の
団

体
が
３
団
体
あ
る
と
回
答
し

た
た
め
、
府
本
部
は
死
亡
事

故
の
実
例
を
あ
げ
な
が
ら

「
貴
重
な
人
命
を
守
る
た
め

に
も
喫
緊
に
す
べ
て
の
自
治

体
で
の
委
員
会
設
置
を
実
現

す
る
と
と
も
に
、
設
置
だ
け

に
留
ま
ら
ず
豊
富
な
活
動
へ

繋
げ
る
よ
う
」
要
請
し
た
。

　

水
道
事
業
の
広
域
連
携
に

つ
い
て
、
府
本
部
か
ら
「
浜

松
市
や
宮
城
県
で
水
道
事
業

の
運
営
権
を
民
間
事
業
者
に

協
定
書
を
締
結
し
て
い
る
取

り
組
み
を
ウ
ェ
ブ
で
報
告
。

「
協
定
書
は
交
渉
の
証
。
今

後
は
よ
り
具
体
化
し
た
交
渉

の
成
果
を
協
定
書
に
反
映
さ

せ
た
い
」と
決
意
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
川
戸
闘
争
本
部

事
務
局
長
が
「
要
求
・
交
渉

の
実
現
で
人
員
確
保
を
め
ざ

そ
う
」
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
閉
会
し
た
。

売
却
す
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

方
式
が
導
入
さ
れ
た
が
京
都

府
の
方
向
性
は
」
と
質
し
た

と
こ
ろ
、
府
は
「
京
都
府
は

山
間
地
域
も
多
く
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
導
入
に
適
し

て
い
る
と
は
言
い
難
く
計
画

は
な
い
」
と
明
言
し
た
。

　

定
年
延
長
を
見
据
え
た
処

遇
改
善
と
新
規
採
用
の
確
保

に
つ
い
て
府
本
部
か
ら
「
退

職
前
再
任
用
制
度
や
部
分
休

業
制
度
も
含
め
多
様
で
柔
軟

な
働
き
方
が
選
択
で
き
る
職

場
環
境
の
整
備
」「
定
年
延

長
に
よ
る
採
用
抑
制
へ
の
懸

念
」
に
つ
い
て
質
問
。
府
か

ら
も
「
多
様
な
働
き
方
は
必

要
。
よ
り
良
い
環
境
整
備
に

む
け
労
使
で
協
議
・
交
渉
を

進
め
て
ほ
し
い
」「
採
用
は

新
陳
代
謝
、
技
術
継
承
の
必

要
性
か
ら
抑
制
し
な
い
」
と

見
解
を
示
し
た
。

　

最
後
に
「
住
民
の
安
心
・

安
全
の
た
め
に
は
人
員
確
保

が
重
要
と
な
る
。
府
と
し
て

各
自
治
体
に
助
言
を
」
と
訴

え
、
交
渉
を
終
了
し
た
。

　

最
近
、
季
節
の

変
わ
り
目
が
ど
う

も
曖
昧
だ
。
１０
月

に
入
っ
て
も
冷
房

が
必
要
な
日
も
あ

れ
ば
身
震
い
す
る
日
も
あ

り
、
こ
れ
も
異
常
気
象
の
証

か
▼
何
気
に
夜
空
に
目
を
や

る
と
、
冬
の
星
座
の
代
名
詞

・
オ
リ
オ
ン
座
が
顔
を
覗
か

せ
、
ま
も
な
く
活
動
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
流
星
群
の
天
体

シ
ョ
ー
が
待
ち
遠
し
い
。
有

名
ど
こ
ろ
で
は
、
オ
リ
オ
ン

座
流
星
群
・
し
し
座
流
星
群

が
お
勧
め
▼
７６
年
周
期
で
地

球
に
接
近
す
る
と
明
言
し
た

イ
ギ
リ
ス
の
天
文
学
者
、
彼

の
予
言
ど
お
り
地
球
に
接
近

し
た
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た

ハ
レ
ー
彗
星
。
思
い
起
こ
せ

ば
３０
有
余
年
前
。
一
生
の
思

い
出
と
し
て
ハ
レ
ー
彗
星
を

こ
の
目
で
見
た
い
一
心
で
、

学
業
は
さ
て
お
き
資
金
調
達

に
明
け
暮
れ
た
こ
と
を
思
い

出
す
。
暇
は
あ
る
け
ど
金
が

な
い
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の

だ
が
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た

日
々
だ
っ
た
▼
３０
有
余
年
と

い
え
ば
、
先
日
１
ド
ル
１
５

１
円
台
を
付
け
、
３２
年
ぶ
り

の
円
安
水
準
を
更
新
し
た
。

戦
後
、
固
定
相
場
が
引
か
れ

る
際
、
円
は
丸
く
て
３
６
０

度
だ
か
ら
１
ド
ル
３
６
０
円

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
と
は
、

嘘
の
よ
う
な
本
当
の
話
？
兎

に
も
角
に
も
、
政
府
に
は
健

全
な
日
本
を
取
り
戻
し
て
ほ

し
い
も
の
だ
。�

（
５
２
４
）

闘
争
集
会

　
自
治
労
は
、２
０
２
２
現
業・
公
企
統
一
闘
争
を
通
年
闘
争
と
し
、「
住

民
の
未
来
に
貢
献
で
き
る
、
自
治
体
責
任
に
よ
る
質
の
高
い
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
確
立
」を
基
本
的
な
目
標
と
し
て
取
り
組
み
を
展
開
。府
本
部
は

１０
月
１８
日
に
府
自
治
振
興
課
交
渉
と
府
本
部
闘
争
集
会
を
開
催
し
た
。

人
員
確
保
に
向
け
要
求・交
渉
を

人
員
確
保
に
向
け
要
求・交
渉
を

2022現業・公企統一闘争

府に要求書提出府に要求書提出

府交渉

新
陳
代
謝
、技
術
継
承
の
た
め

新
採
は「
必
要
」
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新規・継続募集の
お知らせ

新制度で
がん・高度先進医療の
保障がアップ！！

組合員本人F型＋23コースの場合
●死亡保障600万円（死亡・ケガのとき1,200万円）
●入院日額3,000円　　●通院日額1,500円
●がん診断60万円　上皮内がん診断6万円
●先進医療保障　1,000万円

2023

2022 （水）を基本に各単組で設定

各所属の組合まで

20244

12 7

3

この保障で

※35歳までの場合

男性 2,498円/月

女性 2,714円/月

自治労きょうと 2 0 2 2 年 1 1月1日 （第三種郵便物認可） 第 8 5 0 号（ 2 ）　


